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第１章　山梨県がん対策推進計画アクションプランとは

 （１）山梨県がん対策推進計画

　　 　山梨県はがん対策を総合的かつ計画的に推進するため、平成２０年３月に「山梨県がん対策推進計画」を策定しました。
　　 　この計画は、国が定めた「がん対策基本法」（平成１８年６月２３日法律第９８号）の第１１条第１項に基づく、都道府
      県がん対策推進計画であり、平成２０年度から平成２４年度までの５年間を計画の期間としています。

      また、この計画では「がんによる死亡者の減少」と「すべてのがん患者並びにその家族の苦痛の軽減並びに療養生

       活の質の維持向上」を全体目標として、「がんの予防」「がんの早期発見」「がん医療の充実」「医療機関の整備」

     「相談支援・情報提供」「がん登録・がん研究の推進」の６つの柱を分野別施策として掲げ、５年後のめざすべき目標

　　　　と取り組みの方向性を示しています。

（２）アクションプランの目的

      山梨県がん対策推進計画に掲げた個別目標をもとに、具体的な対処方針や、県、市町村、医療機関、関係団体、患者及び
 　 その家族等のそれぞれの役割や推進方法を具体的に示すことで、がん対策の一層の推進を図ることを目的としています。

（３）アクションプランの内容

　 　　アクションプランは、がん対策推進計画を具現化するために次の内容を検討、設定しました。

　　　①６つの分野別施策ごとに、目標項目、達成目標の設定及びがんに関する直近の統計データを掲げることで現状分析を行う。

　　　②それぞれの目標に対して、県、市町村、医療機関、関係団体、県民などのそれぞれの取り組みの方向性や推進体制を
　　　　 設定する。

　　    ③県がん対策推進協議会の意見を聴取する等、計画の進捗状況を明確にする。

（４）アクションプランの期間と評価

　　　アクションプランの期間は、がん対策推進計画の期間である平成２４年度までの期間とします。

      また、国の動向や協議会の意見を踏まえつつ、がんをめぐる状況変化を的確に捉えた上で、必要がある場合はアクションプラン

    を見直すこととします。さらに、数値目標等の達成状況については、毎年、協議会で評価、検討し、数値目標については、必要
    に応じて修正していきます。
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（５）アクションプランの構成

　　　がん計画の６つの分野別施策をもとに、目標、現状及び平成２４年度の達成目標とその目標を達成するための県民、県、市町村

    医療機関、関係団体の取り組みの方向性を具体的に示します。アクションプランの構成は次のとおりです。
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アクションプラン構成

施　　策　　別　　体　　系 アクションプラン項目

１　がん予防

２　がんの早期発見

４　医療機関の整備

３　がん医療の充実

５　相談支援・情報提供

６　がん登録・がん研究の推進

（１）   普及啓発等に関する取組

（２）   たばこ対策に関する取組

（３）   肝炎対策に関する取組

（４）がん検診に関する取組

（５）がん医療に関する取組

（６）相談支援及び情報提供に関する取組

（７）がん登録・がん研究の推進に関する取組



  第２章　各施策別の取り組みと推進体制

がん予防に関する普及啓発活動の展開～健やか山梨２１に基づく生活習慣の改善
（たばこ対策、肝炎対策、脂肪エネルギー比率の減少）

※たばこ対策②、肝炎対策③参照

　　　　がん予防に関する普及啓発活動の展開
　　　～健やか山梨２１に基づく生活習慣の改善～
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１　が　ん　の　予　防　①　　　　（普及啓発等に関する取組み）

目
標

　現　状
●がんに関する講演会
やイベント実施等、県・関
係団体・患者団体・企業
との連携・協働による
普及啓発活動の実施

●脂肪エネルギー比率
　（Ｈ１6）
　20～49歳 　27.4%

●野菜の摂取量
　（H16）
　　20歳以上　304.5g

●食塩摂取量
　(H16）
　　20歳以上　13.2g

●肥満者※の割合
　（H16）
　20～60歳代男性
　　            　26.1%
 40～60歳代女性
　　　　　　　　　20.5%

※肥満者：BMI25以上

ＢＭI=体重(kg)÷（身長：メートル）２

　Ｈ２４年度

●健やか山梨２１に基づ
く健康づくりの実践

●がんに関する講演会や
イベント実施等県、関係
団体及び患者団体、企業
との協働による普及啓発
活動の実施

●脂肪エネルギー比率
　　　25％以下
●野菜の摂取量
　　２０歳以上　350g以上

●食塩摂取量
　　２０歳以上10g以下

●肥満者の割合
     15%以下

〔県民〕
・自らの生活習慣をふりかえり、がん予防のための生活習慣改善に努力
・研修会や講演会等に積極的に参加
〔県〕
・健やか山梨２１に基づく生活習慣病対策の推進
・がん予防に関する知識の普及啓発（がん予防１２か条のＰＲ）
・講演会、講習会、イベント開催時における健康ブースの開設
・ホームページ、広報誌、広報番組などを通じてのがん予防に関する啓発活動
・パンフレットの配布
・マスメディア及び企業との連携によるがん予防の普及啓発
【市町村】
・市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進
・がんに関する講演会、研修会、イベントの開催
・ホームページ、広報誌、広報番組などを通じてのがん予防に関する啓発活動
・地域組織活動を活用してのがん予防に関する研修会等の開催や啓発
〔医療機関〕
・がん予防の普及啓発、市民向け講座等の開催
・診療の待ち時間を活用してのビデオ等によるがん予防の啓発
・ポスター・パンフレットによる啓発
〔学校〕
・児童・生徒に対し、生涯を通じた正しい生活習慣の習得、形成の推進
・児童・生徒を対象としたがんに関する知識の普及
〔関係団体〕
・健やか山梨２１に基づく生活習慣病対策の推進
・がんに関する講演会、研修会、イベントの開催
【企業・事業所】
・職員を対象としたがん予防の普及啓発
・学習会の開催、研修会や講演会等への積極的参加の呼びかけ



がん予防に関する普及啓発活動の展開～健やか山梨２１に基づく生活習慣の改善
（たばこ対策、肝炎対策、脂肪エネルギー比率の減少）
※たばこ対策②、肝炎対策③参照

自らの生活習慣をふりかえり、がん予防のための生活習慣改善に努力

研修会や講演会等に積極的に参加

健やか山梨２１に基づく生活習慣病対策の推進

がん予防に関する知識の普及啓発（がん予防１２か条のPR)

講演会、講習会、イベント開催時における健康ブースの開設

ホームページ、広報誌、広報番組などを通じてのがん予防に関する啓発活動

パンフレットの配布

マスメディア及び企業との連携によるがん予防の普及啓発活動

市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

ホームページ、広報誌、広報番組などを通じてのがん予防に関する啓発活動

地域組織活動を活用してのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

がん予防の普及啓発、市民向け健康講座等の開催

診療の待ち時間を活用してのビデオ等によるがん予防の普及啓発

ポスター、パンフレットによる啓発

児童・生徒に対し、生涯を通じた正しい生活習慣の習得、形成の推進

児童・生徒を対象としたがんに関する知識の普及

健やか山梨２１に基づく生活習慣病対策の推進

がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

職員を対象としたがん予防の普及啓発

学習会の開催、研修会や講演会等への積極的参加の呼びかけ

関係団体

企業・事業所

取り組み内容
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実施主体

県民

県

市町村

医療機関

学校

がん予防①　：普及啓発の推進体制

目
標



　　　　未成年者の喫煙率の低下（３年以内に０％）
　　　　禁煙支援プログラムを５年以内に全市町村（１００％）に普及
　　　　公共施設及び職場における分煙の徹底（５年以内に１００％）
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　　現状

●喫煙率
　中学３年生（H18）
　　男　1.5 %
　　女　1.1 %
　高校3年生（H18)
　　男　6.6　%
  　女　2.3　%
 成人喫煙率
 (H20 喫煙対策調査）
　　男　30.9%
    女　10.3%
（参考値）
成人（40歳以上）
　(H19 市町村健診）
　　男　37.9%
    女　 6.1%

●禁煙支援プログラ
ムを実施している市
町村数
 (H18) 　２市
 (H21)  調査予定

●公共施設及び職
場の分煙実施状況
　（H18）　95.4%
  (H20)   96.0%

１　が　ん　予　防　②　　　　（たばこ対策に関する取組み）

目
標

Ｈ２４年度

●喫煙率
　中学３年生
　　男　　0％
　　女　　0％
　高校３年生
　　男　　0%
  　女　　0%

 ★成人喫煙率
　　男性　23%
　　 女性　 8.3%

 

●禁煙支援プロ
グラムを実施して
いる市町村数
 
   ２８市町村

●公共施設及び
職場の分煙実施
状況
 
   　100%

未成年者の喫煙率の低下

〔県民〕
・防煙に対する理解をもち、
未成年者の喫煙を防ぐ社会づくり
〔県〕
・たばこの害の普及啓発
・防煙に関する研修会の開催
・教育委員会や学校関係者との有機
的連携による防煙対策の構築と推進
・出前講座による学校でのたばこの
害に関する健康教育の実施
・未成年者の喫煙の実態把握
・敷地内禁煙を実施している小中高
等学校の公表に向けた取り組み
〔市町村〕
・たばこの害の普及啓発
・市町村教育委員会との連携による
防煙対策の推進
〔学校〕
・学校行事や授業でのたばこの害の
教育や防煙指導の実施
・地域や家庭との連携による防煙対
策の推進
・受動喫煙の害の啓発
・喫煙実態の把握
〔医療機関〕

・たばこの害についての普及啓発と
地域や学校における防煙対策へ
の協力・支援
〔関係団体〕
・たばこの害や防煙についての講演
会や普及啓発の実施

禁煙支援プログラムの
普及

公共施設及び職場における
分煙の徹底

〔県民〕
・喫煙者は積極的に禁煙支援プ
ログラムを活用
・喫煙の健康被害を理解
〔県〕
・市町村の禁煙支援についての
支援
・禁煙支援育成者を育成する研
修会の開催及び関係機関の調
整
・禁煙支援プログラムの普及啓
発
・禁煙支援医療機関の啓発
〔市町村〕
・禁煙支援プログラムの実施
・禁煙希望者の支援、フォロー
の徹底
・禁煙に関する普及啓発活動
〔医療機関〕
・市町村の禁煙支援プログラム
への協力・支援
・禁煙外来の実施
〔関係団体〕
・禁煙支援プログラムが効果的
に活用されるよう普及啓発の実
施
〔企業・事業所〕
・職員の禁煙への支援

〔県民〕
・分煙に関する意識をもち
公共施設、職場等での分煙の
実施に努力
〔県〕
・禁煙・分煙の推進
・禁煙・分煙施設の認定及び
公表
・学校敷地内禁煙実施状況の
把握
・喫煙対策実施状況調査の実
施
〔市町村〕
・禁煙・分煙の啓発と市町村の
施設内の禁煙・分煙の実施
〔学校〕
・禁煙の啓発
・学校内敷地内の禁煙の実施
〔医療機関〕
・禁煙・分煙の啓発と医療機関
の施設内の禁煙・分煙の実施

〔関係団体〕
・禁煙、分煙の啓発

〔企業・事業所〕
・禁煙・分煙の啓発と企業・事
業所内の禁煙・分煙の実施



　　　　未成年者の喫煙率の低下（３年以内に０％）
　　　　禁煙支援プログラムを５年以内に全市町村（１００％）に普及
　　　　公共施設及び職場における分煙の徹底（５年以内に１００％）

取り組み内容
防煙に対する理解をもち、未成年者の喫煙を防ぐ、社会づくりに取り組む
喫煙者は、積極的に禁煙支援プログラムを活用
喫煙の健康被害を理解
分煙に関する意識をもち、公共施設、職場等での分煙の実施に努力
たばこの害の普及啓発
防煙に関する研修会の開催
教育委員会や学校関係者との有機的連携による防煙対策の構築と推進
出前講座による学校でのたばこの害に関する健康教育の実施
未成年者の喫煙の実態把握
敷地内禁煙をしている小中高等学校の公表に向けた取り組みを推進
学校敷地内禁煙実施状況の把握
市町村の禁煙支援についての支援
禁煙支援育成者を育成する研修会の開催及び関係機関の調整
禁煙支援プログラムの普及啓発
禁煙支援医療機関の啓発
禁煙・分煙の啓発と禁煙・分煙施設の認定と公表
喫煙対策実施状況調査の実施
たばこの害の普及啓発
市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進
禁煙支援プログラムの実施
禁煙希望者の支援、フォローの徹底
禁煙に関する普及啓発活動
禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の実施
学校行事や授業でのたばこの害の教育や防煙指導の実施
地域や家庭との連携による防煙対策の実施
受動喫煙の害の普及啓発
喫煙実態の把握
禁煙の啓発
敷地内禁煙の実施
たばこの害の普及啓発と地域や学校における防煙対策への協力・支援
市町村の禁煙支援プログラムへの協力・支援
禁煙外来の実施
禁煙・分煙の啓発と医療機関の施設内禁煙・分煙の推進
たばこの害や禁煙・分煙についての普及啓発
禁煙支援プログラムが効果的に活用されるよう普及啓発の実施
禁煙・分煙・防煙の普及啓発と、企業・事業所内禁煙、分煙の実施
職員の禁煙への支援

実施主体

県民

関係団体

企業・事業所
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県

市町村

学校

医療機関

がん予防②　　たばこ対策の推進体制

目
標



市町村検診でＣ型肝炎ウィルスの感染が判明した者の医療機関受診率の向上（５年以内に９５％）
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１　が　ん　の　予　防　③　　　　（肝炎対策に関する取組み）

目標

　現　状
●市町村検診でＣ
型肝炎ウィルスの
感染が判明した者
の医療機関受診率

(早期発見、早期治
療による肝がんの
発症予防）

　H17　67.8%
  H18  67.5%

市町村検診でＣ型肝炎ウィルスの感染が判明した者の医療機関受
診率の向上（５年以内に９５％）

〔県民〕
・肝炎に関する知識をもち、予防や早期発見、早期治療について理解
・検査でＣ型肝炎ウィルスが陽性の場合は必ず医療機関を受診
・研修会や講演会に積極的に参加
〔県〕
・肝炎に関する専門医療機関や拠点病院を選定し、医療体制を整備するとともに、イン
ターフェロン治療を必要とする肝炎患者への助成を実施
・肝炎及び肝がんに関する正しい知識の普及啓発と研修会の開催
・保健所におけるウィルス性肝炎無料検査の実施
・市町村肝炎保健指導推進モデルの普及
・医療ネットワークの構築
・肝炎ウィルス検査の実施状況の分析と生活習慣病管理指導協議会における市町村への
助言・指導
・肝炎対策協議会の開催
・ホームページ、広報誌、広報番組等を活用した肝炎に関する啓発活動
・感染症に関する出前講座等の実施、パンフレットの配布
〔市町村〕
・肝炎ウィルス検査の実施
・普及啓発活動の展開
・肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー
・ホームページ、広報誌、広報番組等を活用した肝炎に関する啓発活動
〔医療機関〕
・肝炎に関する学習会、研修会の開催
・肝炎に関する診療体制の整備
・ポスター、パンフレットによる啓発
〔関係団体・患者団体〕
・肝炎に関する普及啓発
・患者会による患者同士の交流、情報交換、学習の場の提供
〔企業・事業所〕
・肝炎に関する啓発活動や研修会の開催

Ｈ２４年度

●市町村検診でＣ
型肝炎ウィルスの
感染が判明した者
の医療機関受診率

      95％

　



　　　　市町村検診で、Ｃ型肝炎ウィルスの感染が判明した者の医療機関受診率の向上
　　　　（５年以内に９５％）

肝炎に関する知識をもち、予防や早期発見、早期治療について理解
検査でＣ型肝炎ウィルスが陽性の場合は、必ず医療機関を受診
研修会や講演会等に積極的に参加
肝炎に関する専門医療機関や拠点病院を選定し、医療体制を整備するとともに、インターフェロン治療を必要とする肝炎患者

への助成を実施

肝炎及び肝がんに関する正しい知識の普及啓発と研修会の開催
保健所におけるウィルス性肝炎無料検査の実施
市町村肝炎保健指導推進モデルの普及
医療ネットワークの構築
肝がん検診の実施状況の分析と生活習慣病管理指導協議会における市町村への助言・指導
肝炎対策協議会の開催
ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動
感染症に関する出前講座の実施、パンフレットの配布
肝炎ウィルス検査の実施
普及啓発活動の展開
肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー
ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動
肝炎に関する学習会、研修会の開催
肝炎に関する診療体制の整備
ポスター、パンフレットによる啓発
肝炎に関する普及啓発
患者会による患者同士の交流、情報交換、学習の場の提供
肝炎に関する啓発活動や研修会の開催

企業・事業所
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実施主体 取り組み内容

県民

県

市町村

医療機関

関係団体

がん予防③　肝炎対策の推進体制

目
標



　がん検診受診率の向上（５年以内に５０％）
　精密検査受診率の向上（５年以内に１００％）
　がん検診初診者の増加
　すべての市町村における精度管理・事業評価及び科学的根拠に基づくがん検診の実施
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　現　状
●H19がん検診
受診率
　国民生活基礎調査
胃     33.9%  (17.4%)
子宮 25.8%  (21.2%)
乳    29.1%  (24.2%)
肺    30.3%  (35.1%)
大腸 27.7%  (24.2%)
肝       -     ( 27.3%)

(  )内：参考値
市町村がん検診受診

率

●精密検査受診率
  (H19)
胃　     　77.9%
子宮　　  69.7%
乳　　　 　88.4%
肺         80.5%
大腸      62.7%
肝がん　 68.2%

●がん検診初診
者の増加
      6.5%
●市町村におけ
る精度管理・事業
評価及び科学的
根拠に基づくがん
検診の実施
　　調査中

Ｈ２４年度

●検診受診率

検診受診率
胃　　　　50　％
子宮　　 50  ％
乳　　　　50  ％
肺        50  ％
大腸     50　％
肝　　　　50　％

●精検受診率
　

　　　　１００％

●がん検診初診者の増
加
　　　　７％

●市町村における精度
管理・事業評価及び科学
的根拠に基づく
がん検診の実施

　　　２８市町村

〔県民〕
・がん検診の必要性を理解し検診を
受診
〔県〕
・がん検診の必要性・受診率向上の
ための啓発活動
・科学的根拠に基づくがん検診につ
いての普及啓発
・市町村の受診率の把握と公表
・マスメディア及び企業と連携した受
診率向上のためのＰＲ
・生活習慣病従事者講習会における
がん検診に関する研修の開催
〔市町村〕
・がん検診の必要性・受診率向上の
ための啓発活動
・受診者の利便性を考慮した検診の
実施（開催日、場所、費用等）
・受診者台帳の整備と活用
・分かりやすい検診体制の説
明
・障がい者が検診を受診しやすい環
境づくり
〔医療機関・検診機関〕
・がん検診のＰＲ
・受診しやすい検診システムの構築
〔関係団体・機関〕
・がん検診の受診率向上のための啓
発活動
〔企業・事業所〕
・職場におけるがん検診の受診率の
向上のための啓発活動と具体的な受
診勧奨
・企業のＣＳＲとしてのがん検診受診
率向上のＰＲ等

がん検診受診率の向上・
初診者の増加

精密検査受診率の向上

〔県民〕
・要精密検査となった時、必ず
受診
〔県〕
・精密検査の受診の必要性・
受診率向上のための啓発活
動
・精密検診実施医療機関への
結果報告の協力・依頼
〔市町村〕
・がん検診受診時に精密検査
となった際の説明（インフォー
ムドコンセント）の徹底
・精密検診の必要性や円滑に
受診できるような支援
・精密検診実施機関について
分かりやすい説明や紹介に努
力
・精密検査者台帳の整備
・精検受診に向けた個別フォ
ローの徹底
〔医療機関・検診機関〕
・精密検診の必要性の説明や
結果報告の還元
・受診しやすい検診システム
の構築
〔関係団体・機関〕
・精密検査の必要性のための
啓発活動
〔企業・事業所〕
・職場におけるがん検診精密
検査受診率の向上のための
個別支援

精度管理・事業評価及
び科学的根拠に基づく
がん検診の実施

〔県民〕
・科学的根拠に基づくがん検診の
内容を理解
〔県〕
・生活習慣病管理指導協議会の運
営と精度管理・事業評価のための
アドバイス
・市町村における精度管理等実施
状況の把握と公表
・関係者の資質向上のための研修
会の企画、実施
〔市町村〕
・推奨された検診の実施
・推奨されていないがん検診の見
直し
・精度管理を盛り込んだ仕様書の
利用
・事業評価の実施
・県や医療機関、関係団体が実施
する研修会への参加
・県が実施する生活習慣病管理指
導協議会の助言指導を踏まえた
検診の実施

〔医療機関・検診機関〕
・推奨されたがん検診の実施
・資質向上のための研修会への参
加
〔関係団体・機関〕
・科学的根拠に基づく検診の理解
と実施にむけての支援
・研修会の開催
〔企業・事業所〕
・職場におけるがん検診の精度管
理・事業評価の実施

目
標

２　が　ん　の　早　期　発　見　　　　（がん検診に関する取組み）

が

ん

に

よ

る

死

亡

者

の

減

少



　がん検診受診率の向上（５年以内に５０％）
　精密検査受診率の向上（５年以内に１００％）
　がん検診初診者の増加
　すべての市町村における精度管理・事業評価及び科学的根拠に基づくがん検診の実施

がん検診の必要性を理解し検診を受診
精密検査が必要となった時は、必ず受診
科学的根拠に基づくがん検診の内容を理解
がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動
市町村の受診率の把握と公表
マスメディア及び企業と連携した受診率向上のためのＰＲ
生活習慣病従事者講習会におけるがん検診に関する研修会の開催
精密検査の受診の必要性・受診率向上のための啓発活動
精密検診実施医療機関への結果報告の協力・依頼
生活習慣病管理指導協議会の運営と精度管理・事業評価のためのアドバイス
市町村における精度管理等実施状況の把握と公表
関係者の資質向上のための研修会の企画、実施
がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動
受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）
受診者台帳の整備と活用
分かりやすい検診体制の説明
障がい者が検診を受診しやすい環境づくり
がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底
精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援
精密検診機関について分かりやすい説明や紹介に努力
精密検査者台帳の整備
精検受診に向けた個別フォローの徹底
推奨された検診の実施
推奨されていないがん検診の見直し
精度管理を盛り込んだ仕様書の利用
事業評価の実施
県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加
県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

取り組み内容
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実施主体

県民

県

市町村

がん検診の推進体制

目
標



がん検診のＰＲ
受診しやすい検診システムの構築
精密検診の必要性の説明や結果報告の還元
精密検査を受診しやすい検診システムの構築
推奨されたがん検診の実施
資質向上のための研修会への参加
がん検診の受診率向上のための啓発活動
精密検査の必要性のための啓発活動
科学的根拠に基づく検診の理解と実施にむけての支援
研修会の開催
職場におけるがん検診の受診率の向上のための啓発活動と具体的な受診勧奨
企業のＣＳＲとしてのがん検診受診率向上のＰＲ等
職場におけるがん検診精密検査受診率の向上のための個別支援
職場におけるがん検診の精度管理・事業評価の実施

取り組み内容
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実施主体

医療機関
検診機関

関係団体

企業・事業所



      すべてのがん診療連携拠点病院で、放射線療法及び外来化学療法を実施できる体制を整備（５年以内）
　　　すべてのがん診療に携わる医師等の医療関係者が、５年以内に緩和ケアについての基本的な知識を習得
　　　すべての二次医療圏において、緩和ケアの知識及び技能を習得しているがん診療に携わる医師数を増加
　　　がん患者の意向を踏まえ、住み慣れた家庭や地域での療養を選択できる患者数を増加
　　　すべてのがん診療連携拠点病院において、５年以内に５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、乳がん）に関する
　　地域連携クリティカルパスを整備
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　　現状
●がん診療連携拠点病
院における放射線療法
実施
   (H21)
　　２か所/４か所

●がん診療連携拠点病
院における化学療法実
施
   (H21)
　　４か所/４か所

●緩和ケア研修会
　　・医師77名修了
　　　Ｈ２０年度２回実施
　　・緩和ケア指導者講
　　　習会受講者数
　　　６名

Ｈ２４年度
●がん診療連携拠点病
院における放射線療法
実施
　　４か所/４か所
●がん診療連携拠点病
院における化学療法実
施
　　４か所/４か所
●緩和ケア
　・医師400名修了
　・緩和ケア指導者講習
   会受講者　８名

３　がん医療の充実　及び　４　医療機関の整備（がん医療に関する取組み）　　①

目
標

放射線療法及び外来化学療法
を実施できる体制の整備

緩和ケアの基本的な知識の習得

すべての２次医療圏において、緩和ケアの知
識及び技能を習得している医師数を増加

〔県民〕
・がん医療に関する講演会や研修会を受講
し、がん医療について理解
〔県〕
・拠点病院が行う放射線療法や外来化学療
法に関する実施状況や体制の把握、医療計
画への反映
・国立がんセンターが主催する放射線療法
及び化学療法に関する研修会の周知・情報
提供
・拠点病院が行う放射線療法・化学療法に関
する研修会等の財政支援
〔医療機関〕
・医師及び関係職員の研修への参加を促す
・拠点病院において専門分野の異なるがん
診療を行う医師がカンファレンス（キャンサー
ボード）を設置し、定期的に開催する等により
診療科間の連携を促進
・がんプロフェッショナル養成プランの活用促
進

〔県民〕
・講演会や研修会を受講し、ケアについて理
解
〔県〕
・緩和ケアに関する教育や普及啓発の実施
・拠点病院における緩和ケアの活動を把握し
必要時指導
・がん医療に関するパンフレットの配布等
〔市町村〕
・公共施設において、がん医療、緩和ケアに
関するパンフレットを設置
〔医療機関〕
・緩和ケアの推進に努力
・拠点病院における緩和ケア外来の設置
〔関係団体〕
・緩和ケアに関する啓発や講演会の開催



      すべてのがん診療連携拠点病院で、放射線療法及び外来化学療法を実施できる体制を整備（５年以内）
　　　すべてのがん診療に携わる医師等の医療関係者が、５年以内に緩和ケアについての基本的な知識を習得
　　　すべての二次医療圏において、緩和ケアの知識及び技能を習得しているがん診療に携わる医師数を増加
　　　がん患者の意向を踏まえ、住み慣れた家庭や地域での療養を選択できる患者数を増加
　　　すべてのがん診療連携拠点病院において、５年以内に５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、乳がん）に関する
　　地域連携クリティカルパスを整備
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がん患者の意向を踏まえ住み慣れた
家庭や地域での療養を選択できる患
者数を増加

〔県民〕
・がん医療や療養について考え、選択
〔県〕
・在宅ターミナルケア地域連絡会議を保健所単
位で実施し、体制を整備
・医師及び医療関係職員の資質の向上（研修
会の開催、認定看護師講習会受講への支援）
・普及啓発のためのパンフレット作成及び配布
〔市町村〕
・地域のネットワークづくりと関係者との連携の
強化
〔医療機関〕
・在宅医療の推進に努力
〔関係団体〕
・講演会や普及啓発活動の実施
・ターミナルケアに関する相談の実施

目
標

　　現状

●在宅療養支援診療所
   (H21)
   46か所（人口１０万対5.3)
●訪問看護ステーション
  (H21)
   ①ステーション数：38か所
　　　（人口１０万対4.4)
 　②ステーションに勤務する
    訪問看護師数
　 233人（常勤・非常勤）
　　※緩和ケア、ターミナルケア
　　　が提供できる訪問看護師
　　　等、ステーションに格差が
　　　ある

●がん患者の在宅での死亡
割合
 (H19)153人（6.5％)

●地域連携
・がん診療連携拠点病院にお
ける地域連携クリティカルパ
ス整備率
     (H20)　　０％

すべてのがん診療連携拠点病院におい
て、５年以内に５大がん（肺がん、胃が
ん、肝がん、大腸がん、乳がん）に関する
地域連携クリティカルパスを整備

〔県〕
・拠点病院連絡協議会への支援
・拠点病院の取り組み状況を把握し、必要時
助言・指導
〔医療機関〕
・拠点病院連絡協議会の開催
・拠点病院において、地域でがん診療を行っ
ている医療機関に対する診療支援及び医療
従事者に対する研修会を開催

　　Ｈ２４年度

●在宅療養支援診療所
　　の増加
 
●訪問看護ステーション
の充実
　　①ステーション数
    （人口１０万対4.4)
　　　現状維持
　　②ステーションに勤務
　　する訪問看護師数の
　　増加
　　③緩和ケア、ターミナル
　　　ケアが実施できるため
　　　の訪問看護師を対象と
　　　した研修会への受講者
　　　を増やす
●環境を整備することによ
りがん患者の自宅での死亡
割合を増やす
●地域連携
・がん診療連携拠点病院に
おける地域連携クリティカル
パス整備率
　　　　　100％

３　がん医療の充実　及び　４　医療機関の整備（がん医療に関する取組み）　　②



すべてのがん診療連携拠点病院で、放射線療法及び外来化学療法を実施できる体制を整備（５年以内）
すべてのがん診療に携わる医師等の医療関係者が、５年以内に緩和ケアについての基本的な知識を習得
すべての二次医療圏において、緩和ケアの知識及び技能を習得しているがん診療に携わる医師数を増加
がん患者の意向を踏まえ、住み慣れた家庭や地域での療養を選択できる患者数を増加
すべてのがん診療連携拠点病院において、５年以内に５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、乳がん）に関する
地域連携クリティカルパスを整備

がんに関する講演会や研修会を受講し、がん医療やケアについて理解
がんの医療や療養について考え選択
拠点病院が行う放射線療法や外来化学療法に関する実施状況や体制の把握、医療計画への反映
国立がんセンターが主催する放射線療法及び化学療法に関する研修会の周知・情報提供
拠点病院が行う放射線療法・化学療法に関する研修会等への財政支援
緩和ケアに関する教育や普及啓発の実施
拠点病院における緩和ケアの活動を把握し必要時指導
がん医療に関するパンフレットの配布等
在宅ターミナルケア地域連絡会議を保健所単位で実施し、体制を整備
医師及び医療関係職員の資質の向上（研修会の開催、認定看護師講習会受講への支援）
普及啓発のためのパンフレット作成及び配布
拠点病院連絡協議会への支援
拠点病院の地域連携クリティカルパスの取り組み状況を把握し、必要時助言・指導
公共施設において、がん医療・緩和ケアに関するパンフレットを配置
地域ネットワークづくりと関係者との連携の強化
医師、関係職員の研修への参加を促す
拠点病院において専門分野の異なるがん治療を行う医師がカンファレンス（キャンサーボード）を設置し、定期的に開催する等により

診療科間の連携を促進
がんプロフェッショナル養成プランの活用
緩和ケアの推進に努力
拠点病院における緩和ケア外来の設置
在宅医療の推進に努力
拠点病院連絡協議会の開催
拠点病院において、地域でがん診療を行っている医療機関に対する診療支援及び医療従事者に対する研修会を開催

緩和ケアに関する啓発や講演会の開催
ターミナルケアに関する相談の実施
緩和ケアや在宅療養に関する啓発、研修会、講演会の実施
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実施主体

県民

県

市町村

医療機関

関係団体

取り組み内容

がん医療の充実・医療機関整備の推進体制

目
標



　　　　がん診療連携拠点病院における診療実績、相談支援センターの活動状況等について、
　　　　　県民にわかりやすく、がん情報を提供

　　　　すべてのがん相談支援センターにおいて、がん対策情報センター（国立がんセンター）
　　　　による研修を修了した相談員を配置
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５　相談支援及び情報提供に関する取組み

目
標

　現　状
●がん対策情報セ
ンターの研修を修
了した相談員を配
置

Ｈ２０
修了者　２名

がん診療連携拠点病院における診療実績、相
談支援センターの活動状況を提供する

〔県民〕
　・がん情報を活用
〔県〕
・拠点病院が診療実績や相談支援センターの活動
内容を情報提供できるよう支援
・県庁ホームページに「山梨のがん情報」を掲載し、
情報提供
・地域における連携体制の状況や、各医療機関の
専門分野に関する情報提供
・患者団体やボランティア等の交流（ピアサポート・
がん患者サロン等）の推進
〔医療機関〕
・拠点病院は、診療実績、相談支援センターの活動
内容を情報提供（公表）
・拠点病院は、各医療機関と連携し、わかりやすい
情報提供とがん相談を実施

すべてのがん相談支援センターにおいて、が
ん対策情報センター（国立がんセンター）　に

よる研修を修了した相談員を配置

〔県民〕
・相談支援センターを理解し、必要時活用
〔県〕
・がん対策情報センター（国立がんセンター）における
研修会の周知徹底
・相談窓口のＰＲ
・相談支援センター相談員の配置に対する財政支援
〔医療機関〕
・拠点病院において、研修会への参加をすすめ、研
修を修了した相談員の配置
・相談支援センターの職員の資質の向上
・相談窓口のＰＲ

  H24年度
●がん対策情報セ
ンターの研修を修
了した相談員を配
置

修了者８名
（各拠点病院２名）

★分かりやすい正確ながん情報の提供
〔県民〕がん情報を活用　　　　　　　　　　　　　　　　〔市町村〕窓口にパンフレット等を配置
〔県〕・情報の一元化とホームページの活用　　　　 　　　　　　　ホームページ、広報誌、広報番組を活用したがん情
報の発信
　　　・マスメディアを活用したがん情報の発信
　　　・パンフレット配布



　　　　がん診療連携拠点病院における診療実績、相談支援センターの活動状況等について、
　　　　　県民にわかりやすく、がん情報を提供

　　　　すべてのがん相談支援センターにおいて、がん対策情報センター（国立がんセンター）
　　　　による研修を修了した相談員を配置

がん情報を活用
相談支援センターを理解し、必要時に活用
拠点病院が診療実績や相談支援センターの活動内容を情報提供できるよう支援
県庁ホームページに「山梨のがん情報」を掲載し、情報提供
地域における連携体制の状況や、各医療機関の専門分野に関する情報提供
患者団体やボランティア等の交流（ピアサポート・がん患者サロン等）の推進
がん対策情報センター（国立がんセンター）における研修会の周知徹底
相談窓口のＰＲ
相談支援センター相談員の配置に対する財政支援
情報の一元化とホームページの活用
マスメディアを活用したがん情報の発信
パンフレット配布
窓口にパンフレット等を配置
ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信
拠点病院は、診療実績、相談支援センターの活動内容を情報提供（公表）
拠点病院は各医療機関と連携し、わかりやすい情報提供とがん相談を実施
拠点病院は、研修会への参加をすすめ、研修を修了した相談員の配置に努力
相談支援センターの職員の資質の向上
相談窓口のＰＲ
情報の発信、パンフレット等の配布
がん情報の発信と活用

医療機関

関係団体

取り組み内容
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実施主体

県民

県

市町村

相談支援及び情報提供に関する推進体制

目
標



　　　　院内がん登録を実施している医療機関の増加
　　　　がん診療連携拠点病院における院内がん登録の実施状況（診断から５年以内の登録症例
　　　の予後の判明状況）を把握し、その状況を改善
　　　　すべてのがん診療連携拠点病院において、がん登録の実務を担う者が、必要な研修を受講（５年以内）
　　　　がん対策に資する研究のより一層の促進
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６　　がん登録とがん研究の推進に関する取り組み

目
標

６　　がん登録及びがん研究の推進に関する取組み

　現　状

●院内がん登録
を実施している医
療機関数
　(H21)
　　７病院

●がん診療連携
拠点病院の登録
実務者が必要な
研修を受講
  (H20)
　　修了者１名
 

院内がん登録を実施して
いる医療機関の増加

がん診療連携拠点病院の
院内がん登録の実施状況
を把握しその状況を改善

がん診療連携拠点病院のが
ん登録を担う者が必要な研修
を受講

がん対策に資する研究の
より一層の促進

　Ｈ２４年度

　
●院内がん登録
を実施している医
療機関数

　増やす

●がん診療連携
拠点病院の登録
実務者が必要な
研修を受講

　　修了者４名

〔県民〕
・がん登録の目的を理解
・がんに関する研究への協力
等

〔県〕
・地域がん登録の実施と精度
管理
・罹患率、生存率等データー
分析とがん対策への企画立
案へのフィードバック
・地域がん登録の意義や内容
を県民へ分かりやすく周知
・地域がん登録データーを県
民に分かりやすく情報提供
〔医療機関〕
・がんに関する研究の推進
〔関係団体〕
・がん研究の推進、協力等

〔県〕
・県内の院内がん登録の
実施状況を把握
・各医療機関に院内がん登
録の情報提供
〔市町村〕
・がん登録やがん研究への
協力・支援
・がん登録における生存確
認調査等への協力
〔医療機関〕
・院内がん登録の情報を生
かし、各医療機関の体制を
検討

〔県〕
・拠点病院における院内がん登録
の実施状況の把握
・拠点病院における院内がん登録
従事者配置に対する財政支援
・がん登録に関する研修会の周
知、情報提供
〔医療機関〕
・院内がん登録の担当者の育成、
資質向上のための研修への参加
を促進
・院内がん登録の実施と地域がん
登録への協力、情報交換
・院内がん登録協議会における
研修と情報交換



　　院内がん登録を実施している医療機関の増加
　　がん診療連携拠点病院における院内がん登録の実施状況（診断から５年以内の登録症例
　の予後の判明状況）を把握し、その状況を改善
　　すべてのがん診療連携拠点病院において、がん登録の実務を担う者が、必要な研修を受講（５年以内）
　　がん対策に資する研究のより一層の促進

がん登録の目的を理解

がんに関する研究への協力等

県内の院内がん登録の実施状況を把握

各医療機関に院内がん登録の情報提供

拠点病院における院内がん登録の実施状況の把握

拠点病院における院内がん登録従事者配置に対する財政支援

がん登録に関する研修会の周知、情報提供

地域がん登録の実施と精度管理

罹患率、生存率等データー分析とがん対策への企画立案へのフィードバック

地域がん登録の意義や内容を県民へ分かりやすく周知

地域がん登録データーを県民に分かりやすく情報提供

がん登録やがん研究への協力・支援

がん登録における生存確認調査等への協力

院内がん登録の情報を生かし、各医療機関の体制を検討

拠点病院における院内がん登録の担当者の育成及び資質向上のための研修への参加を促進

院内がん登録の実施と地域がん登録への協力、情報交換

拠点病院院内がん登録協議会における研修と情報交換

がんに関する研究の推進

がん研究の推進や協力等

医療機関

関係団体

取り組み内容
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実施主体

県民

県

市町村

がん登録及びがん研究の推進体制

目
標



第３章　数値目標一覧
【全体目標】

Ｈ２９年度 出典

69.0

10.0

9.3

12.0

10.0

3.0

1.4

【個別目標】

Ｈ２４年度 出典

未成年者の喫煙率 0% 平成18年山梨県こどもの喫煙実態調査

平成20年喫煙対策実施状況調査

平成19年度地域保健・老人保健事業報告

禁煙支援プログラムを県内全市町村に普及 28市町村（100%) 健康増進課調査

公共施設及び職場における分煙の徹底 100% 平成20年山梨県喫煙対策実施状況調査

脂肪エネルギー比率の減少（２５．０％以下） 25%以下

350g以上

10g以下

20～60歳代男性
40～60歳代女性

26.1%
20.5%

20～60歳代男性
40～60歳代女性

26.1%
20.5%

15%以下

市町村検診でC型肝炎ウイルス感染が判明した

者の医療機関受診者の増加（９５％以上）

100%
平成20年度生活習慣病管理
指導協議会報告書

 すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに
  療養生活の質の維持向上

平成16年度県民栄養調査
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がんの早期発見

肥満者の割合

精検受診率１００パーセント

人口動態統計
 国立がんセンター・がん対策情報
センター

※全体目標評価は10年後

成人の喫煙率

乳房    3.8

子宮    1.8

-

-

-

-

-

-

ベースライン（計画策定時） 現状（Ｈ２１年直近データー）

食塩摂取量

胃    12.4

大腸   11.6

肝臓   14.9

肺     12.3

全体目標

がんの予防

分　　　　野　　　　別　　　　　施　　　　　策

H16　27.4%

Ｈ１7　男女計（人口１０万対）
全がん年齢調整死亡率

86.3

Ｈ１９　男女計（人口１０万対）
82.6

H18
男性　35.7%
女性　10.2%

H18　7.1%（2市） 調査中

Ｈ20
男性　30.9%
女性　10.3%

現状（Ｈ２１年直近データー）

H18
　高校３年：男子6.6％、女子2.3％
　中学１年：男子1.5％、女子1.1％

H18
　高校３年：男子6.6％、女子2.3％
　中学１年：男子1.5％、女子1.1％

H18　95.4%

肝炎研究事業調査結果

H16年度
胃がん　21.6% 肺がん14.1%
子宮がん20.8% 乳がん16.5%

大腸がん14.7%

           H19年度
胃   がん　33.9%   肺  がん　30.3%
大腸がん　27.7%  子宮がん  25.8%
乳   がん　29.1%

50%
平成19年度
国民生活基礎調査

＊（参考値）　H17
　　　胃がん20.7％　肺がん40.2％ 平成20年度生活習慣病管理

指導協議会報告書

95%

50%大腸がん25.2％　乳がん22.9％

H17　73.5％ H19 　74.5%

子宮がん28.8％　肝がん28.3％

           H19年度
胃   がん　17.4%   肺  がん　35.1%
大腸がん　24.2%  子宮がん  21.2%
乳   がん　24.2%   肝がん　　27.3%

男性23.0%
女性　8.3%

ベースライン（計画策定時）

＊(参考値）
　　　　　　　　　　　　　ー

（参考値）　　Ｈ19（40歳以上）
　　　　　　　　★男性　37.9%
　　　　　　　　★女性　　6.1%

がんによる死亡者の減少「がんの年齢調整
死亡率（７５歳未満）の２０％減少」

がん検診受診率５０％以上

野菜の摂取量

H17　67.8% H18　67.5%

H20　96.0%

H16　27.4%

H16  13.2g　　 H16  13.2g　　

H16   304.5g H16   304.5g



Ｈ２４年度 出典

★7%(１割増加）
平成20年度生活習慣病管理
指導協議会報告書

放射線　　　　　　H19 H20 4病院
(100%)療法　　　　2/4 50% 2/4 50% 100%

外来化学　　　　H19 H20 4病院
(100%)療法　　　　4/4 50% 4/4 100% 100%

すべての相談支援センターにおいて、がん対策情
報センターによる研修を終了した相談員の配置

がんに関する情報を掲載したパンフレットを配布する

医療機関等の数を増やし、がん患者及びその家族

が容易に入手できるようにする

院内がん登録を実施している医療機関を増加 増加させる 健康増進課調査

すべてのがん診療連携拠点病院において、がん

登録の実務を担う者が必要な研修を受講

がん登録及び
がん研究の推

進
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ベースライン（計画策定時） 現状（Ｈ２１年直近データー）

がん検診の初診者の増加

分　　　　野　　　　別　　　　　施　　　　　策

がんの早期発見

在宅医療
の推進

医療機関
の整備等

放射線療法
及び化学療
法の推進並
びに医療従
事者の育成

すべての拠点病院において、放射線療法及び
外来化学療法を実施できる体制を整備

Ｈ20年度末
研修終了者
2名

8名
（各拠点病院2名ずつ）

H19
0/4  0%

0/4  0% 4病院
(100%)

6

研修修了者
0

Ｈ19　6.5%Ｈ19　6.5%

平成21年度市区町村におけるがん検診
チェックリストの使用に関する実態調査

緩和ケア

がん患者の意向を踏まえ、住みなれた家庭や
地域での療養を選択できる患者数を増加させること

-

すべてのがん診療に携わる医師等医療関係者が緩
和ケアについての知識を習得

すべての市町村において、精度管理・事業評価が実施され
るとともに、科学的根拠に基づくがん検診が実施されること

がん患者の自宅での死亡割合
Ｈ19　6.5%

増加させる

H19年度末
緩和ケア指導者講習会

受講者2名

医務課調査

28市町村- 調査中

すべての拠点病院において、５大がん（肺がん、胃がん、肝
がん、大腸がん、乳がん）に関する地域連携クリティカルパ
スを整備

がん診療連携拠点病院における診療実績、
相談支援の活動状況を県民に分かりやすくがん情報
を提供

２次医療圏において、緩和ケアの知識及び技能を習
得しているがん診療に携わる医師数の増加

が
ん
医
療

相談支援及び
情報提供等

医務課調査

人口動態統計

医務課調査

Ｈ20年度末
77名受講

H20年度末
緩和ケア指導者講習会

受講者6名

400名受講

緩和指導者講習会
受講者8名

7

医務課調査
健康増進課調査

医務課調査

- 調査予定 増やす 健康増進課調査

-
4病院(100%)

がん情報県庁ホームページ作成
4病院(100%)

H19年度末修了者
0名

H20年度末修了者
1名

4名
（各拠点病院１名ずつ）

医務課調査

- 推進する 推進する

がんによる死亡者の減少、がん患者及びその家族

の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上を

実現するためのがん対策に資する研究をより

一層推進する



第４章　　参考資料
　（１）山梨県がん対策推進計画概要版

　　　　　　　　国

計画の趣旨及び現状等
趣　旨：　山梨県においては、これまでがんの予防や早期発見とともに、がん医療の充実に向け
　　　　　た取り組みを進めてきたが、がんによる死亡者は、年間死亡者数の約３分の１を占め、依
　　　　　然として死因の第１位となっている
　　　　　 　このため、山梨県のがんをめぐる状況や、国の「がん対策推進基本計画」を踏まえて、
         　本県のがん対策を総合的かつ計画的に推進するため本計画を策定

本県の現状

・ 受診率（％）は、全国平均に比べ、やや高い（平成１７年度）
がん検診の受診率

１　がんによる死亡者の減少・・・・・・・・がんの年齢調整死亡率（７５歳未満）の２０％減少

２　すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上

計画の主な内容

分　野　別　施　策　及　び　個　別　目　標

山　梨　県　が　ん　対　策　推　進　計　画  の　概　要

１　がん患者を含めた県民の視点に立ったがん対策の実施
２　重点的に取り組むべき課題を定めた総合的かつ計画的ながん対策の実施

　　　基本方針（がん対策を
進めていく上での視点）

○未成年者の喫煙率を０％に　　　（３年以内）
○公共施設及び職場における分煙の徹底
○Ｃ型肝炎ウイルスの感染者の医療機関受診率
　の向上

○がん検診の受診率を５０％以上に
○精検受診率を１００％に
○検診初診者の増加
○すべての市町村で精度管理・事業評価を実施

①放射線療法・化学療法の推進、医療従事者の育
成
　○すべての拠点病院において、放射線療法及び
　　化学療法を実施できる体制の整備
②緩和ケアの推進
　○すべてのがん診療に携わる医師及び医療関係
者
　　が研修等により、緩和ケアについての基本的な
知
　　識を習得
③在宅医療の推進
　○がん患者の意向を踏まえ、住み慣れた家庭や地
○すべての拠点病院において、５大がん（肺が
ん、
　胃がん、肝がん、大腸がん、乳がん）に関する地
　域連携クリティカルパス（入院から退院・通院の
　計画）の整備

○拠点病院における診療実績、相談支援センター
の
　活動状況等について、県民に分かりやすく情報
提供
○すべてのがん相談支援センターにおいて、がん
対策
　情報センターによる研修を修了した相談員を設
置

○院内がん登録実施医療機関の増加
○院内がん登録の実施状況を把握し、その状況を
改善
○がん登録を担う者が必要な研修を受講
○全体目標を実現するためのがん対策に資する
研究の　より一層の促進

取り組みの方向性 個別目標

・ ４つのがん診療連携拠点病院を整備
　　　（県立中央病院・山梨大学医学部附属病院・山梨厚生病院・富士吉田市立病院）
・ 日本放射線腫瘍学会認定医：３名（全国５４２名：平成１９年６月）
・ リニアック（放射線療法の機器）設置施設：県立中央病院・山梨大学医学部附属病院・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立甲府病院
・ がん専門医師等の養成を行う「がんプロフェッショナル養成プラン」を山梨大学が実施

がん医療体制

・ 平成１７年のがんによる死亡者数は、２，３６５人で総死亡者数８，２９１人の約３分の１を占め、
　死因の１位　（２位心疾患1,488人、３位脳血管疾患1,027人）

・ 部位別死亡率（１０万人対：平成１７年）

　

・ ７５歳未満年齢調整死亡率（人口１０万人対：平成１７年）　　※年齢調整死亡率
　　　　　男女　　８６．３人（全国　９２．４　順位１５位）　　　　　　　　　　　年齢構成の異なる地域間で死亡
　　　　　男性　１１８．３人（全国１２２．１　順位２１位）　　　　　　　　　　状況の比較ができるように年齢構
　　　　　女性　　５７．１人（全国　６５．６　順位　３位）　　　　　　　　　　成を調整した死亡率

がんによる死亡の状況

 計 画 の 期 間　：　平成２０（２００８）　～　２４（２０１２）年度の５年間

計画の位置付け：
がん対策基本法

　がん対策推進基本計画

山梨県がん対策推進計画
健康長寿やまなしプラン

健 や か 山 梨 ２ １

山梨県地域保健医療計画

調和

１　がんの
予防 ・「健やか山梨２１」に基づく生活習慣の改善に向けた

　健康教育の充実
・たばこ対策の推進
・ウイルス性肝炎対策による肝がん予防

２　がんの
     早期発見

・がん検診の受診率の向上に向けた普及啓発
・がん検診に係る精度管理及び事業評価
・科学的根拠に基づいたがん検診の促進

３　がん医療
の充実

①放射線療法、化学療法の推進、医療従事者の育成
　・患者の意向を尊重した治療が行える医師の養成
　・「がんプロフェッショナル養成プラン」の活用促進
②緩和ケアの推進
　・がん患者やその家族、医療従事者等に対し、緩和
　　ケアの教育や普及啓発を実施
③在宅医療の推進
　・在宅医療を踏まえた療養支援を適切に行うための
　　必要な体制を整備

・医療機関の実態等を踏まえ、医療機能の分化・連携
　を推進
・主治医以外の医師による助言（セカンドオピニオン）
　を受けられる体制の整備の促進
・地域全体のがん医療水準の向上に努める

４　医療機関
の整備

５　相談支援
  ・情報提供

・医療機能情報の分かりやすい提供をはじめ、地域に
　おける連携体制の状況や各医療機関の専門分野等
　の情報提供
・がん患者や家族が、心の悩みや体験等を語り合う場
　の提供等の支援について検討

・がん患者を含めた県民に、がん登録の意義と内容
　について広く周知
・がん登録の情報から、全県的な傾向や課題などを
　分析し、県民や医療機関等に情報提供

６　がん登録
   がん研究
の推進

（法第９条）

（法第１１条）

全体目標（１０年）

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮がん 肝がん
全国 12.4 22.3 18.1 18.9 17.6 －
県 20.7 40.2 25.2 22.9 28.8 28.3

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮がん 肝がん 全てのがん

全国 39.4 48.6 32.0 16.4 8.2 26.8 255.1
県 40.7 44.5 34.8 15.7 7.8 37.6 267.4
順位 ２６位 ４０位 １５位 ３４位 ３３位 ７位 ２５位
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（２）策定経過

年　月　日 場所 内容

１　委嘱状交付

２　平成２１年度がん対策予算について

３　アクションプランの概要・スケジュール及び素案について

３　平成２１年度がん啓発事業

４　その他

１　委員からの意見について

２　アクションプラン（案）について

３　その他

年　月　日 場所 内容

１　アクションプランについてのフリー意見交換会

２　情報交換

３　その他

平 成 ２ １ 年 ９ 月 １ ６ 日
（水）

  １）がん対策推進協議会

２）がん対策推進協議会・自由意見交換会
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県立大学池田キャンパス

会議室

県民会館７０２会議室他

平成２１年８月７日（水）

平成２１年１０月１３日
（火）



年月日 場所 内容

平成２１年６月１日（月） １　アクションプランの概要・スケジュール

第１回庁内ワーキング ２　素案づくりについて

平成２１年６月５日（金） １　女性特有のがん検診について

第１回市町村がん担当者会議 ２　アクションプランについて話題提供

平成２１年６月１１日（木）

第２回庁内ワーキング

平成２１年８月２６日（水） １　平成２１年度がん対策予算について

保健所担当者会議 ２　アクションプラン（案）について

３　がん啓発事業

平成２１年９月１０日（木） １　平成２１年度がん対策予算について

第２回市町村がん担当者会議 ２　アクションプラン（案）について

３　がん検診受診率等について

４　精度管理について

平成２１年９月１６日（水） １　アクションプランについて

教育委員会との打ち合わせ ２　学校教育におけるがん対策等について情報交換

平成２１年９月２４日（木） １　委員や関係機関、市町村からの意見についての検討

第３回庁内ワーキング ２　アクションプランについて

３　第２回協議会について

１　アクションプラン（案）について

福祉保健部共用会議室

福祉保健部共用会議室

甲府市南部市民センター

北別館５０４会議室

県民会館３０３会議室

北別館５０４会議室

スポーツ健康課内
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  ３）庁内ワーキング及び担当者会議等



６月 ７月 ８月 ９月 １０月

県庁内作業ワーキング ○　　○

○ ○ ○

市町村・団体等各関係機関へ意
見聴取

４）策定スケジュール

協議会8/7

意見聴取
意見交換会
9/16

協議会10/13がん対策推進協議会

-24-

意見聴取

保健所担当者会
議8/26

　意見聴取

市町村担当者会
議
9/26

策定
国へ提出

備考

意見交換会



５）委員名簿 ６）協議会設置要綱
平成２１年度がん対策推進協議会委員名簿 山梨県がん対策推進協議会設置要綱

ＮＯ 区分 氏名 役職

1 学識経験者 荒木　力 山梨大学医学部附属病院放射線部長 （目的）

2 学識経験者 飯田　龍一 社会保険山梨病院長 第１条　山梨県におけるがん対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、山梨県がん対策

3 がん患者・家族、団体などの代表 小野　興子 ＮＰＯ法人山梨ホスピス協会副理事長 進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

4 学識経験者 長田　忠孝 飯富病院長 （委員）

5 市町村担当者 長田　徳一 甲斐市役所健康増進課長 第２条　協議会の委員は、がん患者及びその家族又は遺族を代表する者、

6 市町村担当者 大石　秀隆 富士河口湖町役場健康増進課長 がん医療に従事する者、学識経験者、がん検診機関、並びにがん検診実施主体等から、知事が

7 学識経験者 川口哲男 市立甲府病院長 任命または委嘱する。

8 がん患者・家族、団体などの代表 窪川　ゆかり 山梨はあとの会（傾聴ボランティアの会） ２　委員は２０名以内とし、任期は２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任

9 学識経験者 佐藤　弥 山梨大学医学部附属病院副院長 期間とする。

10 県医師会代表 篠原　豊明 山梨県医師会理事・甲府脳神経外科病院長 （所掌事項）

11 日本対がん協会山梨県支部 仙洞田　保 （財）山梨県健康管理事業団専務理事 第３条　協議会は次の事項について協議する。

12 県看護協会代表 並木　奈緒美 山梨県看護協会・ゆうき訪問看護ステーション所長 　一　がん対策推進計画に関すること

13 がん患者・家族、団体などの代表 畠山義子 がん患者団体「さくらの会」代表 　二　がん対策の推進に関すること

14 保健所の代表 古屋　好美 中北保健所長 　三　その他必要な事項

15 学識経験者 星　和彦 山梨大学理事

16 緩和ケアの代表 許山　美和 山梨県立中央病院医長 （役員等）

17 都道府県がん診療連携拠点病院 山下　晴夫 山梨県立中央病院院長 第４条　協議会に次の役員を置く。

18 検診機関 依田　芳起　 山梨厚生農業協同組合連合会 　一　会長　　　　　１名

19 がん患者・家族、団体などの代表 若尾　直子
山梨まんまくらぶ代表・ＮＰＯ法人がん患者団体支援機構
理事 　二　副会長　　　　若干名

２　会長は、委員の互選により選出する。

３　副会長は、会長が指名する。

五十音順 ４　会長は、会務を総理し、協議会を代表する。

５　会長に事故あるときは、副会長がその職務を行う。

（会議）

第５条　協議会は会長が招集し、その座長となる。

２　協議会は、必要ある時は委員以外の者から意見を聴取することができる。

（庶務）

第６条　協議会の庶務は、福祉保健部健康増進課で所掌する。

（その他）
第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、会長が別　に定める。

附　則
　この要綱は、平成１９年８月２１日から施行する。
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７）写真

-26-

第１回がん対策推進協議会（平成２１年８月７日）

アクションプラン自由意見交換会（平成２１年９月１６日）

第２回がん対策推進協議会（平成２１年１０月１３日）



1山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　甲府市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 ◎全世帯に「甲府市民健康ガイド」を配布し、啓発
△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催 ◎甲府市の広報ラジオ番組で啓発
◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 ◎山梨県看護協会に委託している「まちなか健やかサロン」に

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 おいて「脱メタバコ教室（禁煙をサポート）」を実施
△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

△ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

△ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎地区組織を通してがん検診等の受診勧奨、声かけを行っ

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） ている
◎ 受診者台帳の整備と活用 ◎精度管理において、チェックリストを盛り込んだ仕様書を
◎ 分かりやすい検診体制の説明 活用
◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施 ◎受診者の利便性を考慮して６５歳以上の方に対し、個別
◎ 推奨されていないがん検診の見直し 方式によるがん検診を実施
◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用 ◎一部がん検診は、平日だけでなく土日に開催
◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

独自な活動内容　　　　　※２
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区分 実施※１ 項目



2山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　甲斐市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発 愛育会で乳がん自己触診法などの学習会開催
たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 総合健診において４０歳以上のがん検診の無料化
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） 未受診者への受診勧奨
◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施 精検未受診者への受診勧奨
◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ◎ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２
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3山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 中央市
区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

△ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

○ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 愛育会、食改推、健康づくり推進協議会等によるがん検診等

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） 検診受診勧奨、声かけ

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

× 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

△ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ◎ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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4山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　昭和町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 「思春期赤ちゃん抱っこ体験」での講義の中で中学生を対象に

◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 喫煙の害について説明

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 愛育会が子宮がん検診の申し込み勧奨、取りまとめを行って
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） いる
◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

△ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 × 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください

区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２
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5山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　南アルプス市

普及啓発 ○ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

◎ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

× 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

× ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ○ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

○ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

○ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 × 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

○ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 × がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください

区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２
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6山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　韮崎市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 ◎地域の要望に応じ、出前塾等でがん予防に関する啓発
× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

◎ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

× 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎愛育会活動によるがん検診受診勧奨
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） ◎健康づくり推進協議会委員による受診率向上等についての
◎ 受診者台帳の整備と活用 審議、検討
◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください

区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２

-32-



7山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 北杜市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

△ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

○ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ○ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 △ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



8山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　笛吹市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 禁煙教室の実施
◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 母子健康手帳交付、乳幼児健診時に、本人及び家族の喫煙
◎ 禁煙支援プログラムの実施 状況の確認と保健指導
◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

○ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 各種検診希望調査を全世帯に配布し、がん検診を含めての
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） 申し込み受付（返信にて）を行っている
◎ 受診者台帳の整備 １９歳以上の市民をがん検診の対象としている
◎ 分かりやすい検診体制の説明 愛育会活動において、がん検診の受診勧奨（声かけ）などを
◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備 行っている
◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



9山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　山梨市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発 愛育会主催の乳がん予防に関する研修会の開催
たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 小中学校教員向け禁煙教室の開催

◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進 市役所庁舎全面施設内禁煙
肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 子育て中の母親へがん検診のすすめを健診、学級等で普及啓発

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化 市内の病院（３病院）との定期的連絡会の開催
相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください

区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２
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10山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 甲州市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

○ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

◎ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

× 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 △ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ◎ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



11山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　市川三郷町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催 ◎保健推進員の研修会で健診についてのﾃｰﾏで講演

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発 ◎公民館事業等に講師として参加し、がん予防に関する研修会を実施
たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 ◎禁煙週間にポスターを掲示

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 ◎健診後の結果説明会において、喫煙者に対し個別で禁煙

△ 禁煙支援プログラムの実施 指導を実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底 ◎要望があれば、出前講座実施

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施 ◎庁舎内は禁煙。施設等は禁煙・分煙を実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

△ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎健診受診勧奨のポスターを作成し、町内への掲示を実施

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） ◎合併前の３地区で実施し土日を含めた曜日や送迎での

○ 受診者台帳の整備と活用 健診の実施

◎ 分かりやすい検診体制の説明 ◎各地区において健診説明会を実施し、広く町民に周知

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備 ◎信頼・実績のある医療機関と契約し、国の基準に沿った

◎ 推奨された検診の実施 検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援 ◎精検者には、訪問や個人に直接通知を渡し、郵送による

◎ 精密検査者台帳の整備 通知はしない

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底 ◎精検未受診者には、個別通知後電話等でフォローを徹底
医療体制の整備 ○ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力 今後検討予定
※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



12山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　増穂町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

◎ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

× 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

× ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

× 受診者台帳の整備と活用 経年の台帳が困難

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

× 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

× 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 × 窓口にパンフレット等を配置

× ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 × がん登録やがん研究への協力・支援

× がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



13山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 鰍沢町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催 △普及啓発については、合併後検討

△ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

△ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 △禁煙プログラム等に関しては、合併後検討

◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施 ◎役場においては、庁舎内禁煙を実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進 学校の敷地内禁煙、分煙を実施
肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動 △広報は合併後検討
がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） ◎土日にも検診を実施

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

○ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

○ 精密検査者台帳の整備

△ 精検受診に向けた個別フォローの徹底 △合併後徹底できるよう検討
医療体制の整備 ○ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化 ○病院、保健所、近隣市町村、訪問看護ステーションと連絡会を実施

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信 △広報は合併後検討
がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力 △合併後検討
※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



14山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　早川町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

× 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

△ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 ◎「肝臓病教室」講演と個別相談
◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 × 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



15山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 身延町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 ◎禁煙外来がある町内病院を活用した支援体制

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

◎ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 ◎保健推進員が受診の声かけと申込書の回収

△ 普及啓発活動の展開 ◎生活習慣病健診とあわせ、同日実施
◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー 必要に応じて送迎
△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動 ◎受診勧奨のための町内放送

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎精密検査未受診者に対して、個別によるフォロー

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者が「がん検診」を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

× 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

△ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ○ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力 △生存確認調査の協力
※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



16山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　南部町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 ◎広報を通じて啓発
× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

△ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 ◎健康相談、教室時禁煙の啓発

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

△ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎愛育会の検診受診の声かけ

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） ◎特定検診と同時にがん検診の実施

◎ 受診者台帳の整備と活用 ◎婦人科検診の実施（子宮がん、乳がん、骨粗しょう症）

△ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

△ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

○ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ○ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力 △依頼があれば協力
※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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項目 独自な活動内容　　　　　※２区分 実施※１



17山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　都留市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 市内「地区協働のまち」の集まる機会をとらえ、啓蒙普及活動

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催 を実施している（特定健診とがん検診）

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施 △禁煙支援プログラムの実施等は今後検討予定

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

× 普及啓発活動の展開

△ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

× ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 台帳については、単年度管理なので、経年管理について検討

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） していく必要性あり

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

× 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 × 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

× ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ◎ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



18山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　大月市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 妊娠届時、喫煙に関する保健指導の実施
○ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 乳幼児健診時、保健指導（事故防止についても）実施
△ 禁煙支援プログラムの実施

○ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 乳幼児健診時、教室の際に受診勧奨、声かけ
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

○ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

○ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



19山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　上野原市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

△ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

△ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 △ たばこの害の普及啓発

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

△ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 △健診受診時当日に対象者に情報提供等の集団健康教育の

△ 普及啓発活動の展開 実施
◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 △ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

△ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 小菅村
20

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

○ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎愛育会、食改推による受診勧奨、声かけ
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） △受診率の正確な把握のために調査の検討
◎ 受診者台帳の整備と活用 ◎回覧板、放送による受診勧奨
△ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

○ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ◎ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



21山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　丹波山村

普及啓発 ○ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

○ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

○ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 △ たばこの害の普及啓発

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

○ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

△ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

△ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 受診率の正確な把握のための調査の検討
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

△ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

△ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

○ 精密検査者台帳の整備

○ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ○ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 △ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



22山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　富士吉田市

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 ◎保健推進委員会、養成講習会での学習
△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催 ◎ポピュレーションアプローチを活用したがん予防、受診勧奨の

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発 ＰＲ

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 ◎健康まつりでの教育活動
△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 ◎看護協会との連携
△ 禁煙支援プログラムの実施

◎ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 ◎肝炎ウィルス、腹部超音波検査の実施
◎ 普及啓発活動の展開 ◎肝炎ウィルス検査をされたことのない人に対し、肝炎ウィルス

○ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー のリーフレットを問診票と同時に配布
△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 ◎医師会と連携し、効率のよい健診方法を検討
◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） △対象者とニーズ把握
△ 受診者台帳の整備と活用 △男性のための前立腺がん検診の検討
◎ 分かりやすい検診体制の説明 △委託機関、市の両者から精検未受診者に対して二度支援していく

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

○ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置 ◎健診受付、健診時、結果報告の際、相談ができるようＰＲ
◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援 ◎既に生存確認調査に協力している。今後も協力
◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください

区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２
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23山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　道志村

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 支援対象者に万歩計等を貸し出して経過観察を行う

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発 広報誌で検診推進を行う

× 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 △ たばこの害の普及啓発

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施 健診事後指導等で実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進 役場庁舎、公共施設の庁舎内禁煙
肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 住民健診の中で実施

△ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー 事後指導（健診結果説明会の中で）
△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 △ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

△ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

△ 受診者台帳の整備と活用

△ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施 婦人科健診等を充実

× 推奨されていないがん検診の見直し

× 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

△ 事業評価の実施

△ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

× 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

× がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援 個別で行っている

△ 精密検査者台帳の整備

△ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 △ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信 健診事後指導でのパンフレットを使っての説明
がん登録 × がん登録やがん研究への協力・支援

× がん登録における生存確認調査等の協力 がん患者の経過観察を行っている
※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



24山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　西桂町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 健康づくりのつどいの実施、ポスター掲示や講演など
◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

× 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

× ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

△ 推奨された検診の実施

× 推奨されていないがん検診の見直し

△ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

◎ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

△ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

△ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ◎ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 × がん登録やがん研究への協力・支援

× がん登録における生存確認調査等の協力 今後検討予定
※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



25山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 忍野村

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

× がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

× 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発

△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

◎ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 総合健診時受付にて、肝炎検査未受診者へ受診のすすめ実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

× ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

◎ 受診者台帳の整備と活用 ５年間コンピューター管理

◎ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

× 推奨されていないがん検診の見直し

× 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

× 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

◎ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

× がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底 郵送

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援 精検実施機関と実施方法の資料送付

◎ 精密検査者台帳の整備 精検結果のコンピューター管理

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底 未受診者の受診勧奨
医療体制の整備 × 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ◎ 窓口にパンフレット等を配置

◎ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ◎ がん登録やがん研究への協力・支援

◎ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



26山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　山中湖村

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進 広報で健診のすすめやがんについての知識を掲載
△ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発

△ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 施設内分煙の実施
△ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 健診事後指導時に、禁煙についての指導を個別に実施
◎ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

△ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施 肝がん検診及び肝炎検査を実施
◎ 普及啓発活動の展開 陽性者及び要精検者について個別で対応し、受診確認している

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

◎ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 精密検査となった人は個別で対応し、医療機関の紹介や精検

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） 受診の有無を確認し、フォロー体制をつくっている

◎ 受診者台帳の整備と活用 地区組織を活用して、健診のすすめを行っている

◎ 分かりやすい検診体制の説明 検査機関とフォーロー体制の確認を行っている

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

◎ 推奨されていないがん検診の見直し

◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

○ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

○ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ○ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 ○ 窓口にパンフレット等を配置 県や民間のパンフレットを配置している
○ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 ○ がん登録やがん研究への協力・支援 必要に応じて実施
○ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



27山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 鳴沢村

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催 愛育会の班員研修で生活習慣病、がんについてのテーマ

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発 で研修を実施

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 広報の保健ページで周知

× 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進

△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進

肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開 広報等で周知
◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

○ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動 愛育会班員研修での学習会

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等） 愛育班員が訪問によりがん検診の内容説明や受診勧奨

◎ 受診者台帳の整備と活用 を行っている

◎ 分かりやすい検診体制の説明 がん検診受診者全員と面接し結果説明を行っている

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

◎ 推奨された検診の実施

○ 推奨されていないがん検診の見直し

○ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

○ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備 村独自で精密検査費用を補助している

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底

医療体制の整備 ○ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化

相談支援 △ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援

△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



28山梨県がん対策推進計画アクションプランにおける市町村の取り組み 　　市町村名 　富士河口湖町

普及啓発 ◎ 市町村健康増進計画に基づく生活習慣病対策の推進

◎ がんに関する講演会、研修会、イベントの開催

◎ ホームページ、広報誌、広報番組でのがん予防に関する啓発 ◎女性連絡協議会（食改推、愛育会等）で女性の健康づくり講演

◎ 地域組織活動を通じてのがん予防に関する研修会等の開催や啓発 （乳がん、子宮がん予防）

たばこ対策 ◎ たばこの害の普及啓発 ◎ＣＡＴＶ，広報にてたばこの害のPR
◎ 市町村教育委員会との連携による防煙教育の推進 ◎町内中学校で禁煙教育開催
△ 禁煙支援プログラムの実施

△ 禁煙希望者の支援、フォローの徹底

◎ 禁煙に関する普及啓発の実施

◎ 禁煙・分煙の啓発と、市町村の施設内禁煙・分煙の推進 ◎町内公共施設内禁煙
肝炎対策 ◎ 肝炎ウィルス検査の実施

◎ 普及啓発活動の展開

◎ 肝炎ウィルス検査結果説明時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

△ ホームページ、広報誌、広報番組での肝炎に関する啓発活動

がん検診 ◎ がん検診の必要性・受診率向上のための啓発活動

◎ 受診者の利便性を考慮した検診の実施（開催日、場所、費用等）

○ 受診者台帳の整備と活用

○ 分かりやすい検診体制の説明

◎ 障がい者ががん検診を受診しやすい体制の整備

△ 推奨された検診の実施

△ 推奨されていないがん検診の見直し △オプション検査（腫瘍マーカー）について医師会との検討
◎ 精度管理を盛り込んだ仕様書の利用

○ 事業評価の実施

◎ 県や医療機関、関係団体が実施する研修会への参加

○ 県が実施する生活習慣病管理指導協議会の助言指導を踏まえた検診の実施

◎ がん検診受診時に精密検査となった際の説明（インフォームドコンセント）の徹底

◎ 精密検診の必要性や円滑に受診できるような支援

◎ 精密検査者台帳の整備

◎ 精検受診に向けた個別フォローの徹底 ◎電話等での追跡調査実施
医療体制の整備 △ 住みなれた家庭や地域で療養生活をおくるための地域のネットワークづくりと関係者との連携の強化 △保健所開催ネットワーク会議への参加
相談支援 △ 窓口にパンフレット等を配置

△ ホームページ、広報誌、広報番組等を活用したがんに関する情報の発信

がん登録 △ がん登録やがん研究への協力・支援 ◎協力
△ がん登録における生存確認調査等の協力

※１ 実施蘭には　　現在実施している◎、今後取り組む予定（２１年度内）○、２１年度以降に取り組む予定△実施予定なし　×　で回答して下さい

※２ 各区分において、独自で取り組んでいる内容、今後取り組む内容、２１年度以降に取り組む内容など、独自の内容を具体的に記載し、現在実施（◎）、２１年度予定（○）、

２１年度以降予定（△）の印をつけてください
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区分 実施※１ 項目 独自な活動内容　　　　　※２



山梨県がん対策推進計画
ア ク シ ョ ン プ ラ ン

平 成 ２ １ 年  １ ０ 月

山梨県福祉保健部健康増進課


